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1 第 43回大会の報告 

 2026年 6月 20日（土）、実践女子大学渋谷キャンパスにて、第 43回大会を開催いたしました。 

 冒頭では、保坂道雄会長よりご挨拶をいただき、続いて、実践女子大学の猪熊作巳先生より開催校の

ご挨拶をいただきました。その後、愛知学院大学の前田満先生の司会のもと、シンポジウム「通時的構

文研究の射程」が行われ、南山大学の石崎保明先生、前田満先生、東洋大学の東泉裕子先生より、項構

造構文、文法化、脱従属化をめぐるご発表がありました。午後は、総会に続いて個人研究発表が行われ、

2 会場において 5 名の発表者による発表と質疑応答が行われました。大会の最後には、文教大学の野村

忠央先生の司会のもと、元立命館大学教授の朝尾幸次郎先生に「最上級：百年の誤解」と題して特別講

演をいただきました。その後、実践女子大学の村上まどか先生より閉会の辞をいただきました。 

 当日は、シンポジウム、研究発表、特別講演を通じて、さまざまな議論が交わされました。質疑応答

の時間にも意見交換がなされ、盛会のうちに大会を終えることができました。 

 今大会から大会準備委員会が設けられ、野村忠央委員長、久米祐介副委員長、大野英志先生、片見彰

夫先生、近藤亮一先生、村上まどか先生に、大会の準備・運営にご尽力いただきました。また、開催校

では、村上まどか先生をはじめ、開催校協力委員の猪熊作巳先生、片見彰夫先生、野村美由紀先生、家

口美智子先生に、事前の準備から当日の会場運営、終了後の片付けに至るまで、大変お世話になりまし

た。改めて厚く御礼申し上げます。 

 大会当日はあいにくの雨模様となりましたが、78 名の皆様にご参加いただき、会場では参加者同士

の交流も随所に見られました。大会終了後には、9階カフェテリアにて懇親会を開催し、41名の方々に

ご参加いただきました。懇親会でも、参加者の間で交流が広がり、盛況のうちに終了いたしました。 
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 大会にご登壇くださった先生方、そして当日ご参加くださった皆様に、改めて深く感謝申し上げます。

次回の大会にもぜひご参加くださいますよう、心よりお願い申し上げます。 

 なお、ここ数年の参加者数の推移は以下の通りです。 

年度 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 

大会 84 85 94 94 - 80 60 106 75 77 78 

懇親会 42 44 50 50 - - - - 43 49 41 

 
 

2 理事の再任・退任および新理事の選出について 

 2027 年 3 月 31 日をもちまして、縄田裕幸先生（島根大学）、柳朋宏先生（中部大学）の 2 名の理事

が、第 1期の任期を満了されます。これに伴い、先の理事会において再任が承認されました。引き続き、

どうぞよろしくお願いいたします。 

 また、近藤真先生（静岡大学）、中安美奈子先生（浜松医科大学）の 2 名の理事は、2027 年 3 月 31

日の任期満了をもってご退任予定です。任期中は、協会の発展に多大なご尽力を賜りましたこと、心よ

り御礼申し上げます。引き続き任期満了までの間、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 なお、後任の理事として、金澤俊吾先生（高知県立大学）及び茨木正志郎先生（関西学院大学）の 2

名の先生方にご就任いただくこととなりました。任期は 2027 年 4 月 1 日から 2031 年 3 月 31 日までの

2 期 4年です。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

3 編集委員の選出について 

 金澤俊吾先生（高知県立大学）、杉浦克哉先生（名古屋市立大学）、田辺春美先生（成蹊大学）、三

上傑先生（大東文化大学）、渡辺拓人先生（関西学院大学）の 5 名の委員は、2027 年 3 月 31 日をもっ

て任期満了となる予定です。任期満了まではまだ期間がございますが、これまでの編集委員会の運営に

多大なるご尽力を賜り、心より御礼申し上げます。 

 これを受けて、編集委員会では来年度以降の体制を見据え、後任の編集委員として岩﨑宏之先生（宇

都宮大学）、西尾美由紀先生（近畿大学）、安原正貴先生（茨城大学）、矢冨弘先生（熊本学園大学）、

山口美知代先生（京都府立大学）を選出し、就任のご承諾をいただきました。任期は 2027 年 4 月 1 日

より 2031年 3月 31日までの 4年間となります。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

4 第 44回大会について 

 次回大会は、2027 年 6 月下旬、高知県立大学において開催を予定しております。なお、日程の詳細

は決まり次第ホームページ等でお知らせいたします。 
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5 『近代英語研究』第 42号の発行について 

 『近代英語研究』第 42号は予定通り刊行され、第 43回大会にご出席の皆様には当日受付にて配布い

たしました。また、大会をご欠席された会員の皆様へは、7 月上旬までに郵送にてお届けしております。 

 万が一まだお受け取りになっていない場合は、お手数をおかけいたしますが、事務局長（秋葉）まで

メール（akiha.tomofumi@nihon-u.ac.jp）にてご連絡ください。確認のうえ、送付させていただきます。 

 

6 『近代英語研究』第 43号の投稿締め切りについて 

 第 43 号（2027 年 6 月発行）投稿締め切りは 2026 年 9 月 15 日（火）となっております。ふるってご

応募ください。審査はすべて匿名で行われます。応募要領については、協会ホームページまたは協会誌

第 42号（2026年 6月発行）に掲載の「投稿規定」をご覧ください。 

 ご投稿の際は、原稿および執筆者情報をそれぞれ別の電子ファイルとして作成し、編集幹事宛

（mode.assoc@gmail.com）にメール添付にてお送りください。ファイル形式は、それぞれ Microsoft 

Word および PDF となります。なお、執筆者情報ファイルは協会ホームページからダウンロードできま

す。また、英語原稿については、投稿前に必ず英語母語話者によるチェックを受けることとなっていま

す。参考文献の書式等については、最新号掲載論考および協会ホームページの書式見本をご参照くださ

い。 

 

7 近代英語協会最優秀新人賞ならびに優秀学術奨励賞の選考結果について 

 本年度は、誠に残念ながら、いずれの賞につきましても該当者はおりませんでした。次年度号では多

くのご応募をいただけますよう、心よりお待ち申し上げます。 

 なお、本賞には「最優秀新人賞」と「優秀学術奨励賞」の 2種類がございます。若手研究者による当

該年度の掲載論文の中から、特に優れた論文には「最優秀新人賞」が、また、最優秀新人賞には至らな

いものの、将来性が認められ高く評価された論文には「優秀学術奨励賞」が授与されます。最優秀新人

賞には表彰状および記念品が、優秀学術奨励賞には表彰状が贈られ、その業績が称えられます。 

 選考対象となるのは、「協会誌への掲載が可となった、投稿締切日時点で 37 歳以下の、または修士

号取得後 10 年以内の執筆者による論文のうち、原稿応募時に『執筆者情報ファイル』において賞の選

考を希望する意思が明示されている論文」（選考規程第 2条より）です。選考を希望される方は、論文

投稿時に「執筆者情報ファイル」内の項目 3にある該当欄へ「〇」をご記入ください。 

 

8 『近代英語研究』掲載論考の転載および刊行に関する許可申請手続きについて 

 『近代英語研究』に掲載されたすべての論考の著作権は、本協会に帰属しております。掲載済みの論

考を著者ご自身の学位論文に転載される場合、あるいは当該学位論文を後日刊行される場合には、あら

かじめ所定の申請手続きが必要となります。このような場合には、編集幹事宛に所定の許可申請書をご

提出いただくことで、協会より転載および刊行の許可書を発行いたします。申請書の送付をご希望の方

は、編集幹事（菊地・田中）まで、メール（mode.assoc@gmail.com）にてご連絡ください。 
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9 『近代英語研究』掲載論考の研究機関（大学等）リポジトリへの登録について 

 すでにご案内の通り、『近代英語研究』に掲載されたすべての論考の著作権は、本協会に帰属してお

ります。そのため、著者ご自身が、掲載済み論考を所属の研究機関（大学等）のリポジトリに登録され

ることを希望される場合には、事前に事務局長（秋葉）までご相談くださいますようお願い申し上げま

す。 

 

10 『近代英語研究』電子アーカイブ化について 

 『近代英語研究』は、J-STAGE（独立行政法人科学技術振興機構）にて電子アーカイブ化されており

ます。パソコン等から J-STAGEのサイトにアクセスいただくことで、創刊号から第 41号（2025年）ま

での論考をご覧いただけます。アクセスの際は、近代英語協会ホームページ（https://mea1983.jp/）の左

にある「協会出版物」のリンクをご利用いただくと便利です。なお、『近代英語研究』の冊子と同様に、

掲載論考のすべての著作権は本協会に帰属しておりますことを、あらかじめご理解いただきますようお

願い申し上げます。 

 

11 『近代英語協会研究叢書』について 

 研究叢書第 1 巻については、編集上の事情により刊行が遅れておりますが、現在、2026 年 10 月末の

刊行を目指して準備を進めております。研究叢書第 2巻については、2026年 7月に刊行されました。 

 研究叢書の刊行にあたり、ご執筆いただいた先生方をはじめ、編集・刊行にご尽力いただいている関

係者の皆様に、改めて厚く御礼申し上げます。 

 

12 ホームページの図書紹介欄について 

 本協会のホームページでは、会員の皆様がご出版された文献を紹介しております。自薦・他薦は問い

ませんが、他薦の場合には、あらかじめ著者ご本人のご了承を得たうえでご連絡ください。 

 紹介をご希望の際は、著書（翻訳書も可）のタイトル、表紙の画像、および 800字程度までの紹介文

を添えて、IT 管理者（村岡）までメール（muraoka.souichiro.hmt@osaka-u.ac.jp）にてお送りください。

なお、書籍の実物を事務局へお送りいただく必要はございませんので、ご送付はお控えください。 

 

13 会費納入のお願い 

 5 月上旬に本年度の大会資料をお送りした際、会員の皆様お一人おひとりへ振込用紙を同封しており

ます。つきましては、今年度中にご請求額の全額をご納入くださいますよう、お願い申し上げます。本

協会の円滑な運営のため、皆様のご理解とご協力を賜れましたら幸いです。 

 なお、会費が 3年間未納となった場合は、規定により自動的に退会扱いとなりますので、どうぞご留

意ください。会費に関するご不明点やご相談などがございましたら、事務局長（秋葉）までメールにて

ご連絡いただけますようお願いいたします。 
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14 終身会員制度について 

 終身会員の申込資格は、以下のいずれかに該当する場合となります。 

 (1) 66歳以上、または当該年度中に 66歳となる会員で、過去 10年間の会費を全額納入していること 

 (2) 顧問として承認されていること 

 終身会員への申請をご希望の方は、事務局長（秋葉）までメールにてご連絡いただければ、申請書 

および振込用紙をお送りいたします。なお、終身会員会費は 3万円となっております。お手続きが完了

した年度より、年会費は不要となり、あわせて大会の懇親会に無料でご参加いただける特典もござい 

ます。なお、現職の理事の方は終身会員への申請ができませんので、あらかじめご了承ください。 

 

15 所属および連絡先の変更について 

 ご所属や連絡先（住所、E メールアドレス等）に変更があった場合は、速やかに事務局長（秋葉）ま

で メールにてご連絡ください。また、学生会員の方が学生の身分を終えられた際には、会員種別が

「学生会員」から「一般会員」へと変更となりますので、あわせて必ずご連絡をお願いいたします。 

 

16 メーリングリストの運用について 

 本協会では、メーリングリストを通じて、学会に関するお知らせやその他の各種情報を会員の皆さま

にお送りしております。 

 メーリングリストへの登録は、事務局が把握しているメールアドレスをもとに進めておりますが、設

定の都合上、一部のアドレスについては事務局側で登録を完了できない場合がございます。その場合は、

該当のメールアドレス宛に招待メールをお送りしておりますので、恐れ入りますが、内容をご確認のう

え、承認手続きをお願いいたします。 

 これまでメーリングリストからのメールが届いていない場合や、招待メールが届いていない場合、ま

た、ご登録のメールアドレスに変更が生じた場合は、事務局長（秋葉）までご連絡くださいますようお

願い申し上げます。 

 

17 事務局より 

 事務局も 3 年目を迎え、このたび、第 43 回大会を無事に終えることができました。現在の体制の任

期も、残すところ 1年ほどとなりました。これまで、大会の開催や研究叢書の刊行、情報発信など、協

会のさまざまな活動に携わってまいりました。 

 こうした活動は、会員の皆さまをはじめ、協会の運営にさまざまな立場から携わってくださる多くの

先生方のご協力によって支えられております。日頃より協会の活動にご協力いただいている皆さまに、

事務局として改めて御礼申し上げます。 
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 本年度の第 43 回大会は、実践女子大学渋谷キャンパスにて開催いたしました。今大会からは大会準

備委員会が設けられ、同委員会を中心に準備・運営が進められました。大会準備委員、開催校委員、開

催校協力委員をはじめ、多くの先生方にご尽力いただき、無事に大会を終えることができました。大会

の詳細については本ニューズレターの大会報告に譲りますが、ご協力いただいた皆さまに、この場を借

りて改めて御礼申し上げます。 

 協会の運営については、これまでの取り組みを継続しつつ、業務の進め方や情報発信など、なお見直

しや改善を重ねていくべき点もあると感じております。残りの任期においても、一つひとつ改善を重ね

ながら、より円滑な運営につなげてまいりたいと考えております。また、次の体制への引き継ぎも見据

え、必要な準備を進めてまいります。 

 残りの任期も、事務局一同、協会の活動が円滑に進むよう努めてまいります。引き続き、ご理解とご

協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

事務局長 秋葉倫史 

 

 

 

 

【近代英語協会 連絡先】 

 

   協会誌について 

  編集幹事：菊地翔太・田中祐太（五十音順）（編集幹事共通：mode.assoc@gmail.com） 

 

   大会の研究発表について 

  大会準備委員会委員長：野村忠央（tnomura3@bunkyo.ac.jp） 

 

   ホームページについて（会員の出版された図書紹介もお寄せください） 

  IT管理：村岡宗一郎（muraoka.souichiro.hmt@osaka-u.ac.jp） 

 

   その他全般について 

  事務局長：秋葉倫史（akiha.tomofumi@nihon-u.ac.jp） 


